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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アップデート） 

 

 

当社は、2025年6月27日に公表いたしました「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対

応について」をアップデートいたしましたので、お知らせいたします。 

詳細につきましては添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アッ

プデート）」をご参照ください。 
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資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応について

森尾電機株式会社

2026年6⽉12⽇

（アップデート）
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〔現状評価①〕

・当社のROEは2期連続で⽬標としている8％を上回りました。
・資本コスト（概ね1％台〜3％台）との⽐較では、ROEは上回った⽔準で推移しています。

[ROEと株主資本コストの推移］
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〔現状評価②〕

・PBRは改善したものの1倍を下回って推移しています。
・株価は上昇しているものの株主や投資家への認知度を⼀層⾼めていくことが必要と考えております。

[PBRと株価の推移］
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〔現状評価③〕

・配当性向は下がりましたが4期連続で増配といたしました。
 [1株当たり年配当⾦・配当性向の推移］
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【企業価値向上に向けた取組み】

・企業価値向上に向けた取組みとして、収益⼒の向上、資本戦略、IRの充実、サステナビリティ経営

現⾏ビジネスの収益⼒の向上

  [資本コストや株価を意識した経営の実現］

People（⼈）の略です。

 認知度向上・新規株主の獲得

 ESGP戦略
※ESGPとは、Environmental（環境）、

 ROE8％以上の継続

サステナビリティ経営

資本戦略
 適切な資源配分

IRの充実

 によりPBR1倍以上の達成を⽬指してまいります。

売上⾼の増加

成⻑投資の推進

収益⼒の向上

Social（社会）、Governance（ガバナンス）、

PBR1倍以上

企業価値の向上

情報開⽰の充実

サステナビリティ推進

リスク管理体制の強化

新製品の開発

株主還元の向上

⽬的

テーマ

取組み⽅針

PBR ＝ ROE × PER
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